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2022年度学生チャレンジ制度 活動報告書 

 

   提出日 2023 年 3月 7日 

② プロジェクト

名 

20 円で発展途上国の子供たちに笑顔と健康を－展示で見る「帝京大学八王

子キャンパスの TABLE FOR TWO活動」について－ 

②プロジェクトリーダー： 

・フリガナ オノヅカ モトヤ 
・学籍番号  

・氏名 小野塚 元哉 

・学部 経済 ・学科 経済 ・学年 3 

 

③ 活動期間 2022年 10月  12日 ～ 2022年 11月 10日 

④助成額   

⑤活動の内容 

 及び経過 

 (具体的に) 

実施日 内容や経過 

2022.07.16〜 

2022.09.31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.10.12 

 

 

 

 

パネル作成： 

前期後半、博物館セミナー室で学芸員の甲田さん指導の下、

博物館展覧会で展示するパネルの作り方や展示方法について

教えていただき、展覧会に向けての準備を行った。夏休み期間、

博物館博物館の甲田さんにご協力いただき、展示するパネルの

枚数、配置、構成などを考えながら、パネルデータを作成。ま

た、博物館の大型プリンターで印刷を行い、それをパネルに貼

る作業を行った。 

【パネル作成の様子】 

 

パネル展示：ソラティオキッチン、博物館前エントランス、博

物館内それぞれに、作成したパネルを展示。また、ケニア産の

コーヒー豆やマカダミアナッツ、青舎祭で使用したもぐカップ

なども展示ケースを使い展示。 
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【展示作業】 

 

 

 

【展示内容】 

第１部：「“TABLE FOR TWO”って？〜帝京大学の活動に迫る

〜」…ここでは、国際 NPO法人である「 TABLE FOR TWO 」

や、このNPOが提供し私たちが参加している「TFTプログラ

ム」について紹介します。 

第２部：「ゼミトーーク！〜私たちの TFT 活動〜」…ここで

は、私たち永井ゼミのゼミ活動の様子や、ケニアの食文化につ

いてご紹介！普段、どんな風に学生たちがメニューを提供して

いるのかを展示します。 

第３部：「20円でつながる世界〜ケニアの現状と TFT支援〜」

…ここでは、寄付先の一つである「ケニア」がどんな国なのか、
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そしてそのケニアで TFT が一体どんな支援をしているかにつ

いて紹介しています。 

【展覧会の様子】 

 

 

 

 

博物館講演会 

10月 15日（土）講演会プログラム 

場所：帝京大学総合博物館セミナー室 定員：30名 

「アジア・アフリカの子供たちと一緒にお昼ご飯を食べよう 

―1食 20円で発展途上国の子供たちに笑顔と健康を届ける

TFT活動について－」 

10:30-10:32 冒頭挨拶 

10:32-10:40 

永井リサ「SDGs達成のための様々な試み―帝京大学内におけ

る TFT活動について」 

10:40-10:55  永井ゼミ学生「ヘルシーな人気メニューの作り方
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+今日の TFTメニュー」 

11:00-11:10   質疑応答 

11:10-11:25   大塲麻代先生「ケニアの子どもたちを取り巻く食

の環境について」 

11:25-11:35   質疑応答 

11:35-11:50   永井リサ「消えた豹の森－東北アジア地域の森林

開発過程について」 

11:50-11:55   質疑応答 

11:55-12:00   終了の挨拶 

12:00        終了 

※受付で講演会に関するアンケート用紙を配布した。 

20名の参加者中、11名分のアンケートを回収。9割の方が「と

ても良かった・良かった」「もっと詳しく話を聞きたかった」

「学生さんの活動が具体的に分かって良かった。良い活動なの

で、もっと学外に PRすべき」と高い評価を得た。 

【講演会の様子】 

 

 

展示物撤収：展示物をすべて回収。貼っていた展示物を剥がし、

台や壁等に傷がないことを確認した上で、すべての展示物を撤

去・回収した。 
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【総括】 

 2022年 10月 13日～11月 9日までの２8日間で、約 3800人

近くの来館者があり、昨年度の同時期の展覧会では約 3か月の

期間で約 4000人の来館者数であったことから、かなり多くの

来館者に今回の展示を見てもらうことができた。 

 博物館内の展示スペースの最後に自由に感想やコメントを

記入できる大きな模造紙を設置したところ、約 50前後のコメ

ントが記入され、学外からの見学者の方から「近隣の小学校や

高校、PTAや保護者会で、この TFT活動について講演して欲

しい」等の好意的コメントを複数もらった。他には学内学生や

オープンキャンパスの高校生による「ヘルシーなデザートも食

べてみたい」といったコメント等も多く、今後の TFT 活動に

役立てる意見・感想・コメントを沢山いただくことができ、当

初の目的であった「学内の SDGs活動紹介を通じた、学内外に

向けた帝京の国際性・実学・解放性のＰＲ」を達成できた。 

 

【反省点】 

① 展示パネル保管方法の不備 

今回は寒暖差や湿度差が大きい時期だったため、湿気により

パネル設置当日にパネルが歪んでしまっておりうまく貼れな

いということが多発した。そのため、当初使っていたパネル展

示用の「コマンドタブ」を予定より大量に使用し、さらにソラ

ティオキッチン前の壁面では他の貼付け材である「ひっつき

虫」を追加購入してパネルを二種の方法で張り付ける必要が生

じた。上記の原因の一つとして保管方法が不適切であった可能

性がある。なので、次回は保管方法にも注意を向ける必要があ

る。解決策としては背面を床に置き、上からカバーをかけ、さ

らにその上から重しを載せておくことで解決できるのではな

いかと考えている。 

②パネルデザインの再考 

今回はソラティオキッチンと博物館前エントランスも学術パ

ネルのデザインが同じだったため、統一感はそれなりにあった

ものの、学生の目を強く引くにはやや不足であったと考える。 

来年度再度博物館でゼミ活動展示をする際の改善案としては、

博物館の外におくパネルはもう少し題名を大きくしたり、キャ

ッチコピーを考えたりと、学生に合わせたラフなパネルにし、
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博物館内は学術論文のように内容の濃さを重視するというよ

うに、場所によってターゲット層を変えていくようにすると良

いと考えた。 

【評価点】 

今回の講演会・博物館展覧会開催に関して、多くの媒体に取

り上げられた。またこの展覧会でプラスチックゴミ削減への取

り組みとして食べられる容器「もぐカップ」を展示したことを

きっかけに、「もぐカップ」を販売するアサヒグループジャパ

ンと SDGs活動に関する情報交換会を行った。 

＜掲載記事・サイト一覧＞ 

・『アサココ』10月 6日 241号、3面、取材記事「アジア・ア

フリカの子どもたちに給食を」 

・帝京総合博物館 HP「20円でつながる世界」 

http://teikyo.jp/museum/exhibition/nagaizemi/ 

・「アサヒグループジャパンとの意見交換会」 

https://www.teikyo-u.ac.jp/topics/2022/1208-3 

・「帝京大学 SDGs特集ページ」 

※展覧会の写真掲載 

https://www.teikyo-

u.ac.jp/university/action/teikyosdgs/report017/history 

※上記の特集記事は、国際 NPOの TABLE FOR TWO事務局

による【TFTメールマガジン 3月号】（2023年 3月 2日発行）

の中で「本質から考え学生と取り組む TFT～帝京大学永井ゼミ

～」として紹介され、約 2000企業・団体に向けて配信された。 

 

【11 月 24 日に行われたアサヒグループジャパンとの意見交

換会の様子】 

アサヒグループジャパン、コーポレートコミュニケーション

戦略部、ローカル SDGs 専任リーダーの宮野氏によるアサヒ

の SDGs活動紹介とゼミ学生達との意見交換会。 

 

 

 

 

 

【意見交換会の様子】 
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 意見交換会の結果、来年度アサヒグループジャパンが行って

いるリサイクル活動である「MUPプロジェクト」を八王子キ

ャンパスで導入できるか検討し、またアサヒのリサイクル普及

活動である「MUPワークショップ」を青舎祭にてアサヒグル

ープジャパンと永井ゼミとの共催で開催できるよう準備を進

めている。 

以上の成果から、今回の「20 円で発展途上国の子供たちに

笑顔と健康を－展示で見る「帝京大学八王子キャンパスの

TABLE FOR TWO活動」について」というテーマで行った講

演会・展覧会実施による学内での TFT 活動といった社会貢献

活動の学外周知による「国際性・実学・解放性」の PRに一定

の効果があったと考えている。 
 


